
長生農業独立支援センター協議会 

新規就農者育成対策事業研修生募集要領 

１． 研修事業の目的 

将来、長生農業独立支援センター協議会の対象地域（茂原市、一宮町、長生村、白子町）で

農業の自立を目指す新規就農者、親元就農者、新規参入希望者等を受け入れて実践的な農業研

修を行い、時代の変化に対応できる農業経営者を育成する。 

２．研修先 

   長生農業独立支援センター協議会が指定する、先進農家及び農場を研修先とする。 

３． 募集要領 

長生農業独立支援センター協議会は、以下の要領で研修生を募集する。 

項 目 内  容 

募集資格 

①２０歳以上５０歳未満まで（申込時原則とする） 

②農業に対する固い意志と意欲がある方で、研修終了後も引続き支援センター

協議会の対象地域（茂原市、一宮町、長生村、白子町）に居住し、就農できる者 

③研修生は、別に定める「長生農業独立支援センター協議会 新規就農者育成対

策事業実施要領」により募集する 

募集人員 若干名 ①書類・面接審査 ②現地見学程度を実施します 

募集コース 

①トマトコース （若干名） ④イチゴコース(若干名) 

②ネギコース  （若干名） 

③梨コース   （若干名） 

研修期間 
原則として１年間。（但し、長生農業独立支援センター協議会が認めた場合は 1

年間の延長ができる） 研修開始時期より１年間を研修期間とする 

研修方法 

長生農業独立支援センター協議会で定めるカリキュラムに基づき研修する 

1.営農基礎知識（農業の基礎知識習得） 

2.営農実践研修（支援センターが指定する先進農家及び農場での栽培技能習得） 

募集期間  通年 

研修助成金 

国による助成金制度あり 

【新規就農者育成総合対策】 

１、経営発展への支援（経営発展支援事業） 

２、資金面の支援（①経営開始資金） 

（②就農準備資金） 

各種資格取得 研修期間中に必要な資格等の取得支援 

就農支援 

独自支援金 定額月２万円 

独立就農に向けた必要な支援 

（農地、住居、ハウス、補助事業、営農資金対応、栽培技術、経営指導、販売、

その他） 



 

 

４． 研修生の決定 

研修を希望される方は、書類審査、面接審査に合格した者を研修生として決定する。 

５． 就農のための心得 

（１） 独立就農については、土地や施設・農機具等の投資資金及び当面の生活資金が必要なことか

ら、ある程度の自己資金の確保が見込めなければならない。（最低３００万円以上） 

（２） 農業用ハウス・施設等については、制度資金の活用など長生農業独立支援センターを中心に、

県、町村、ＪＡが一体となって指導・支援します。 

（３） 就農時点の就農場所及び就農形態等は、予め計画しておく必要があります。研修期間中に相

談を受けながら、農地や施設の情報提供等を行います。 

（４） その他、研修期間中は、長生農業独立支援センターが示す規約、要領等を遵守する。 


